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2015年3月号
（2015年2月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,296円（税込）
●定期購読料：15,552円（税込）

特 集  社会保障制度大改革 第1章！

2015年度介護報酬改定解説
通所介護「☂」、定期巡回・随時対応型訪問介護看護「☀」…
中重度者・認知症利用者対応、リハビリテーションの充実、看取り介護推進など
重点項目の傾向と対策／2018年度次期報酬改定予報

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

Care TEXの見どころ
◆第2特集  介護業界最大級の商談展、開催！

今
回
の
報
酬
改
定
は
基

本
方
針
に「
中
重
度
の
要

介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者

へ
の
対
応
の
更
な
る
強

化
」を
掲
げ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
や
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護（
複
合

型
サ
ー
ビ
ス
）の
充
実
を

ね
ら
っ
た
。
ま
た
、
看
取

り
期
に
お
け
る
そ
の
人
ら

し
さ
を
尊
重
し
た
ケ
ア
の

実
現
、
認
知
機
能
や
摂

食
・
嚥
下
機
能
が
低
下
し

て
も
自
分
の
口
か
ら
食
べ

る
楽
し
み
の
確
保
、
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
介

護
報
酬
で
評
価
す
る
。

こ
れ
ら
を
評
価
す
る
た

め
に
新
設
ま
た
は
充
実
さ

れ
た「
加
算
」（
表
）で
は
、

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療

職
と
の
連
携
・
協
働
を
算

定
要
件
に
含
む
項
目
が
多

い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
医

療
機
関
と
連
携
し
な
け
れ

ば
減
収
は
必
至
。
介
護
保

険
事
業
者
と
し
て
生
き
残

り
が
難
し
い
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

本
紙
が
医
療
機
関
・
医

療
法
人
に
勤
務
す
る「
介

護
福
祉
経
営
士
」を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
次
の
よ
う
な
回
答

が
寄
せ
ら
れ
た
。

名
古
屋
市
立
東
部
医
療

セ
ン
タ
ー
の
経
営
戦
略
室

に
勤
め
る
山
田
和
成
さ
ん

は「
介
護
に
も
医
療
的
要

素
が
要
求
さ
れ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
業
界
淘
汰
が

進
む
の
で
は
」と
推
測
す

る
。医

療
法
人
社
団
創
平
会

（
長
崎
県
）で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
主
任
を
務
め
る
看
護
師

の
藤
島
こ
ず
え
さ
ん
は
、

「
医
療
と
介
護
の
連
携
は

重
要
課
題
。
そ
の
た
め
に

は
、
入
院
中
に
在
宅
復
帰

に
向
け
多
職
種
が
共
有
す

る
た
め
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
が
必
要
」と
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
医
療
と
介
護
双

方
の
考
え
方
や
用
語
の
違

い
、
理
解
・
知
識
不
足
な

ど
が
意
思
疎
通
を
妨
げ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て「
介

護
事
業
者
が
生
き
残
る
と

い
う
観
点
で
は
、
医
療
的

知
識
を
つ
け
医
療
側
か
ら

も
利
用
者
側
か
ら
も
い
ち

早
く
信
頼
を
得
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
る｣
と
い
う
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
介

護
事
業
者
が
連
携
先
と
し

て
求
め
ら
れ
る
の
か
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院

（
神
戸
市
）の
中
脇
都
志
子

さ
ん
は「
医
療
対
応
が
迅

速
で
、
充
実
し
て
い
る
事

業
所
」を
挙
げ
る
。
医
療

法
人
同
友
会
共
和
病
院

（
大
阪
市
）の
医
療
福
祉
課

課
長
の
洪
東
基
さ
ん
は
、

「
困
難
ケ
ー
ス
に
対
応
し

て
い
た
だ
け
る
小
規
模
多

機
能
居
宅
介
護
や
居
宅
支

援
と
サ
高
住
が
別
会
社
で

連
携
を
深
く
と
っ
て
い
る

事
業
所
」と
い
う
。
ま
た
、

「
透
析
患
者
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
る
施
設
」（
佐
賀

県
・
病
院
事
務
長
）
と

い
っ
た
回
答
も
あ
っ
た
。

医
療
機
関
か
ら
退
院
す

る
要
介
護
者
、
慢
性
疾
患

を
抱
え
て
定
期
的
に
通
院

し
て
い
る
患
者
の
介
護

ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
―
―
。
施
設
・

事
業
所
の
新
し
い「
強
み
」

を
生
み
出
す
た
め
に
も
、

地
域
の
医
療
情
勢
を
的
確

に
つ
か
ん
で
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
つ
な
げ
る“
パ

イ
プ
役
”と
し
て
介
護
福

祉
経
営
士
が
活
躍
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

医
療
機
関
と
の
連
携
・
多
職
種
協
働
は

介
護
事
業
者
が
生
き
残
る
条
件
に

求
め
ら
れ
る
介
護
と
医
療
の“
橋
渡
し
役
”

２
０
１
５
年
度
介
護
報
酬
改
定
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
を
実
現
す
る
た
め
の
転
換
点
と
さ
れ
て
い
る
。▲
２・２
７
％
と
い
う
改
定
率
が
注
目
を
集

め
て
い
る
が
、
そ
の
中
身
は
介
護
事
業
者
に
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
か
。ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
、「
介
護
と
医
療
の
連
携
」だ
ろ
う
。医
療
機

関
・
医
療
法
人
で
活
躍
す
る「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
声
を
交
え
な
が
ら
、経
営
的
な
対
応
の
あ
り
方
を
探
っ
て
み
よ
う
。

【1】訪問介護
　○特定事業所加算(Ⅳ)（新規）　⇒所定単位数の5％に相当する単位数を加算
【2】訪問看護
　○看護体制強化加算（新規）　⇒300単位／月
【3】通所介護
　○認知症加算（新規）	⇒60単位／日
　○中重度者ケア体制加算（新規）	⇒45単位／日
【4】通所リハビリテーション
　○中重度者ケア体制加算（新規）	⇒20単位／日
【5】短期入所生活介護
　○医療連携強化加算（新規）　⇒58単位／日
【6】定期巡回・随時対応型訪問介護看護
　○訪問看護サービスの提供体制の見直し（規制緩和）
【7】小規模多機能型居宅介護
　○看取り連携体制加算（新規）　⇒64単位／日
　　（死亡日から死亡日前30日以下まで）
　○看護職員配置加算(Ⅲ)（新規）	 ⇒480単位／月
　○他の訪問看護事業所等との連携（規制緩和）
【8】看護小規模多機能型居宅介護（複合型サービス）
　○訪問看護体制強化加算（新規）　⇒2,500単位／月
【6、7、8共通事項】
　○総合マネジメント体制強化加算（新規）　⇒1,000単位／月
【9】認知症対応型共同生活介護
　○看取り介護加算　（現行）80単位／日⇒144単位／日
　　（死亡日以前4日以上30日以下）
　　（死亡日の前日および前々日、死亡日については現行と同様）
【10】介護老人福祉施設
　○看取り介護加算　（現行）80単位／日⇒144単位／日
　　（死亡日以前4日以上30日以下）
　　（死亡日の前日および前々日、死亡日については現行と同様）
　○日常生活継続支援加算　（現行）23単位／日
　　⇒従来型36単位／日、ユニット型46単位／日
【11】介護老人保健施設
　○在宅復帰・在宅療養支援機能加算　（現行）21単位／日⇒27単位／日
○入所前後訪問指導加算
　（現行）460単位／回⇒ (Ⅰ)450単位／回、(Ⅱ)480単位／回

【介護保険施設　共通事項】
　○経口維持加算(Ⅰ)28単位／日または経口維持加算(Ⅱ)5単位／日

⇒経口維持加算(Ⅰ)400単位／月、経口維持加算(Ⅱ)100単位／月（(Ⅰ)との併算定可）

表　医療機関との連携、多職種協働が必要となる主な加算項目
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新
春
セ
ミ
ナ
ー　

レ
ポ
ー
ト

新
春
セ
ミ
ナ
ー
は
１
月

31
日（
土
）、
東
京
・
千
代

田
区
の
日
本
医
療
企
画
も

と
み
や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

に
お
い
て
、「
２
０
１
５

年
度
介
護
報
酬
改
定
と
地

域
包
括
ケ
ア
時
代
の
事
業

経
営
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

た
。
講
師
に
小
濱
道
博
氏

（
小
濱
介
護
経
営
事
務
所

代
表
）を
招
き
、「
介
護
福

祉
経
営
士
」会
員
を
含
む

42
名
が
参
加
し
た
。

小
濱
氏
は
、
改
定
率

▲
２
・
２
７
％
と
な
る

２
０
１
５
年
改
定
に
つ

い
て
、
特
に
収
支
差
率

が
低
い
小
規
模
事
業
所

の
置
か
れ
た
厳
し
い
状

況
に
言
及
。「
今
後
も
基

本
報
酬
の
引
き
上
げ
は
望

め
な
い
。
８
月
か
ら
は
所

得
に
よ
る
自
己
負
担
率
引

き
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
た

め
、“
利
用
控
え
”が
起
こ

り
、
よ
り
厳
し
い
経
営
を

迫
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
」と
分
析
し
、「
安
定

経
営
の
た
め
に
は
、
事
業

規
模
の
拡
大
が
必
至
で
あ

る
」と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
今
次
改
定
は

２
０
１
８
年
の
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定

の
前
段
に
過
ぎ
な
い
と
前

置
き
し
た
上
で
、「
介
護

事
業
者
が
介
護
だ
け
や
っ

て
い
れ
ば
良
か
っ
た
時
代

で
は
な
い
。
医
療
介
護
連

携
時
代
へ
の
対
応
を
早
急

に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
経
営

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向

上
が
必
須
」と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。
さ
ら
に
具
体
的

な
対
策
と
し
て「
業
務
の

効
率
化
と
充
実
し
た
研
修

を
含
め
た
職
員
の
少
数
精

鋭
化
」「
イ
ン
カ
ム（
相
互

通
信
式
構
内
電
話
）を
活

用
し
た
職
員
の
連
携
と
危

機
管
理
の
強
化
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）を
用
い

た
医
療
介
護
連
携
時
代
に

対
応
す
る
た
め
の
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」「
目
で

見
て
結
果
の
わ
か
る
機
能

訓
練
」「
職
員
の
一
人
ひ
と

り
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
配
慮

と
コ
ス
ト
へ
の
配
慮
の
両

立
」な
ど
を
挙
げ
た
。

ま
た
、
今
回
改
定
の
特

徴
と
し
て
、
基
本
報
酬
の

引
き
下
げ
の
一
方
、
加
算

に
よ
る
メ
リ
ハ
リ
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
点
を
指
摘
。

加
算
要
件
を
満
た
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

利
用
者
負
担
へ
の
転
嫁
を

敬
遠
し
て
加
算
算
定
を
見

送
る
の
で
は
な
く
、「
加

算
要
件
を
満
た
し
て
い
る

と
い
う
の
は
優
れ
た
事
業

者
の
証
。
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
、
積
極
的

に
加
算
を
算
定
す
べ
き

で
、
も
し
利
用
者
負
担
の

増
加
を
抑
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
制
度
上
認
め
ら
れ
て

い
る“
値
引
き
”を
活
用
す

る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

２
０
１
５
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
介
護
事
業
者
に
今

求
め
ら
れ
る
経
営
戦
略
と
は
何
か
。一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協

会
関
東
支
部
主
催
の
新
春
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、改
定
と
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
っ
た
。

生
き
残
る
の
は「
変
化
で
き
る
」事
業
者

改
定
と
経
営
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
あ
る
、
中
重
度
の
要

介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

「
介
護
事
業
所
と
医
療
機

関
の
連
携
は
ま
す
ま
す
必

須
に
な
る
。
介
護
事
業
者

か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
に

基
づ
き
、
医
療
機
関
が
必

要
に
応
じ
て
診
療
を
行
え

る
よ
う
な
体
制
が
求
め
ら

れ
る
」と
述
べ
た
。
さ
ら

に
、
医
療
機
関
が
連
携
を

望
む
介
護
事
業
者
の
条
件

は
、「
認
知
症
」「
重
度
者
」

「
医
療
行
為
」「
結
果
の
見
え

る
機
能
訓
練
」に
対
応
で
き

る
こ
と
で
あ
り
、
介
護
事

業
者
が
生
き
残
る
た
め
に

２
０
１
８
年
ま
で
の
３
年

間
で
医
療
と
の
連
携
に
向

け
た
準
備
を
終
え
る
必
要

が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

小
濱
氏
は
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
進
化
論
か
ら「
唯
一

生
き
残
る
の
は
、
変
化
で

き
る
者
で
あ
る
」と
の
言

葉
を
引
用
し
、
セ
ミ
ナ
ー

を
締
め
く
く
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
改

正
の
背
景
も
含
め
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で

非
常
に
わ
か
り
や
す
い
」

「
将
来
の
国
の
動
向
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
出
来
て

良
か
っ
た
」「
生
き
残
る
事

業
所
に
な
る
た
め
に
ど
ん

な
取
り
組
み
が
必
要
か
よ

く
わ
か
っ
た
」と
満
足
の

声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

「栄養経営士」資格認定基礎講習　４月よりスタート!!
主催：一般社団法人日本栄養経営実践協会

「栄養経営士」資格認定基礎講習について
これまでの自身の業務を振り返りながら、今後栄養管理の専門職として生き残るためにどうしたらよいのかを
「栄養経営」の概念に基づきながら考えていただくことを目的とした講習です。

●講習料：8,000円（税込）｠｠１人/１回
●時　間：10：00～17：00（予定）
●講　師：宮澤靖氏（一般社団法人 日本
栄養経営実践協会代表理事）ほか

●受講要件：資格、年齢、学歴、職業、国
籍等は問いません※「栄養経営士」資格
認定試験を受験される方は、認定試験
前に基礎講習を必ず受講してください。

■申込手順：ＨＰまたは専用FAXにて受講
エントリーをしてください。

●基礎講習日程●基礎講習日程
東　京：４月29日（水・祝）
仙　台：５月 3 日（日）
名古屋：５月24日（日）
大　阪：７月19日（日）
金　沢：７月20日（月・祝）
福　岡：９月23日（水・祝）
札　幌：９月27日（日）

一般社団法人日本栄養経営実践協会　事務局
〒101-0042  東京都千代田区神田東松下町17 もとみやビル3F
ＴＥＬ：03‐5289‐7021 ＦＡＸ：03‐5289‐7022
http://www.nutrition-management.jp
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介
護
福
祉
の
専
門
職
を
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介
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構
）

セミナー
情報

　

一
般
社
団
法
人
介
護
福

祉
指
導
教
育
推
進
機
構

は
、３
月
11
日（
水
）に
、

「
介
護
福
祉
の
専
門
職
を

磨
く〝
真
の
教
育
〞と
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
教
育
・
研
修
担

当
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
。第
１
部
で
は
、介

護
福
祉
分
野
の
人
材
育
成

に
必
要
と
さ
れ
る
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
講
演
。第
２
部

で
は
、同
機
構
が
行
う
認

定
制
度
に
つ
い
て
説
明
す

る
。

■
日
時
：
３
月
11
日（
水
）

13
：
30
〜
15
：
30

■
会
場
：
日
本
医
療
企
画

も
と
み
や
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム（
東
京
都
千
代

田
区
）

■
講
演
：
第
１
部「
介
護

福
祉
の
専
門
職
を
磨
く

〝
真
の
教
育
〞と
は
？
」

黒
澤
貞
夫
・
一
般
社
団

法
人
介
護
福
祉
指
導
教

育
推
進
機
構
代
表
理
事

■
会
費
：
無
料

■
定
員
：
70
人（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先
：
一
般

社
団
法
人
介
護
福
祉
指

導
教
育
推
進
機
構　

事

務
局（
電
話
０
３
│
３

５
２
６
│
５
５
３
１
／

担
当
：
伊
東
・
塚
本
）

実地指導に向けてあらかじめ準備すべきこと、実際の対応、その後の手続き
まで、さまざまな事例を挙げてわかりやすく解説!！

小濱道博
（小濱介護経営事務所代表）

一歩先行く経営戦略と戦術を実践するあなたへ！！

小濱先生の介護経営に役立つ小濱先生の介護経営に役立つ
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●書籍
2015年度まるわかり！　介護保険制度改正のすべて

●A５判　並製本　2色刷　204頁
定価：2,500円＋税　介護福祉経営士正会員価格：2,000円＋税

第Ⅰ編  2015（平成27）年度介護保険法改正の経緯と今後の流れ
第Ⅱ編  2015（平成27）年度介護保険法改正の解説
第Ⅲ編  介護保険法外の動向
第Ⅳ編  これからの介護事業経営 受講料：一般価格：3,200円＋税

介護福祉経営士正会員価格：1,200円＋税

●インターネットセミナー
よくわかる実地指導への対応マニュアル
～増加する不正請求指導と行政処分への対策＆事前準備～

※お支払はクレジット決済、インターネットバンキングの
　いずれかを選べます。

受講方法：ヘルスケア経営学院
（http://www.hcmi-e.jp/）より
申込が行えます。

もう介護報酬のアップは期待できない！　―ビジネスチャンスを広げる個性化経営へ

書  籍
セミナー



（3）　	 　2015.3.1

合格者の声「介護福祉経営士」をこう活用する！
2014年11月、第１回「介護福祉経営士１級（筆記）」資格認定試験が実施され、101人の合格者が誕
生しました。また、「介護福祉経営士２級」は、計５回の資格認定試験までの合格者の累計が、703人とな
りました。介護施設・事業所、企業などから多くの方々が受験し、合格しています。どのような目的で受験
し、どのように「介護福祉経営士」の資格を業務に活かそうと考えているのか、合格者に話を聞きました。

© arkgarden- Fotolia.com

私
は
、
社
会
保
険
労
務
士
と
し

て
、
介
護
事
業
所
の
労
務
管
理
の

ほ
か
に
、
経
営
計
画
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
や
人
材
採
用
・
育
成
な

ど
幅
広
く
経
営
面
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
受
験
し

た
き
っ
か
け
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
身
に
付
け
た
知
識
が
、
ど
の

レ
ベ
ル
ま
で
到
達
し
て
い
る
か
図

る
た
め
で
し
た
。
試
験
学
習
を
通

じ
て
、
改
め
て
介
護
経
営
を
学
び

直
せ
た
と
思
い
ま
す
。

介
護
業
界
は
、
介
護
保
険
法
な

ど
様
々
な
制
度
が
混
在
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
経
営
者
は
、
最

新
の
情
報
を
常
に
入
手
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
人
の
力
で
は
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で「
介
護
福
祉
経
営

士
」に
は
、
学
ん
だ
知
識
や
情
報
を

経
営
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
、
そ
う
い
う

役
割
が
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
実
践
し
な
が
ら
資
格
の
価
値

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
、
公
認
会
計
士
と
し
て
、

介
護
事
業
所
に
対
し
会
計
指
導
や

監
査
業
務
を
通
じ
て
、
適
切
な
法

人
運
営
と
介
護
保
険
事
業
の
経
営

を
実
践
で
き
る
よ
う
経
営
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
所
の
経
営
支
援

に
際
し
て
、
介
護
保
険
制
度
や
介

護
報
酬
体
系
に
関
す
る
知
識
が
な

け
れ
ば
、
的
確
な
説
明
や
提
案
を

行
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
介
護
経

営
の
知
識
を
体
系
的
に
習
得
す
る

た
め
に
受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。

現
在
、
介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
５
年
を
目
途
と
し
た「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
向

け
た
様
々
な
検
討
が
行
わ
れ
て
お

り
、
介
護
事
業
所
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
介
護
事
業
所
が
適
切
な
事
業

運
営
を
行
い
、
更
な
る
発
展
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
公
認
会
計
士
と

し
て
の
専
門
性
に
介
護
経
営
に
関

す
る
知
識
を
プ
ラ
ス
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
営
者
の
参
謀
役
と
し
て

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
た
い

高た
か
は
し橋 

裕や
す
の
り典

高
橋
社
会
保
険
労
務
管
理
事
務
所（
埼
玉
県
川
口
市
）

所
長
　
社
会
保
険
労
務
士

会
計
士
の
専
門
性
と
介
護
経
営
の
知
識
を
融
合
さ
せ

円
滑
な
経
営
を
実
践
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る

岩い
わ
な
み波 

一か
ず
や
す康

塩
原
公
認
会
計
士
事
務
所（
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
）

公
認
会
計
士

社
会
福
祉
法
人
小
田
原
福
祉
会

は
１
９
７
７
年
に
設
立
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
短
期
入
所
生
活

介
護
な
ど
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
ほ
か
、
長
年
に
わ

た
っ
て
小
田
原
市
か
ら
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
受
託
す
る
な
ど
、
保
険
外

サ
ー
ビ
ス
も
積
極
的
に
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

同
法
人
は
、
本
会
理
事
・
関
東

支
部
長
を
務
め
る
時
田
純
理
事
長

の
も
と
、
法
人
経
営
に
お
い
て
重

要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
担
う
３
人
が

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」
に
合

格
。
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
規

事
業
の
企
画
や
福
祉
人
材
育
成
な

ど
、
社
会
福
祉
法
人
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
果
た
す
べ
く
活
躍
し
て
い
ま

す
。
今
回
、３
人
の
合
格
者
に「
介

護
福
祉
経
営
士
」を
法
人
内
で
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
話

を
伺
い
ま
し
た
。

措
置
時
代
の“
運
営
的
な
視
点
”

か
ら
介
護
保
険
制
度
施
行
後
は

“
経
営
的
な
視
点
”へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
―
―
こ

う
振
り
返
る
の
は
、
経
営
本
部
副

本
部
長
の
時
田
佳
代
子
さ
ん
。
介

護
業
界
で
は
ま
だ“
経
営
”と
い
う

言
葉
が
浸
透
し
て
い
な
い
と
指
摘

し
ま
す
。

「
経
営
と
い
う
と“
お
金
”や“
儲

け
”と
狭
く
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
経
営
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
組
織
の
活
性
化
や
職
員

の
や
り
が
い
に
繋
が
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
利

用
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
経
営
本
部
の
役
割
の
一

つ
は
、
全
職
員
に
対
し
て
経
営
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
」

も
う
一
人
の
副
本
部
長
で
あ
る

佐
野
光
子
さ
ん
も
、「
管
理
者
は

も
ち
ろ
ん
介
護
職
員
一
人
ひ
と
り

に“
数
字
と
向
き
合
う
こ
と
の
大

切
さ
”を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

と
言
い
ま
す
。

法
人
事
務
局
の
井
口
健
一
郎
さ

ん
は
、「
法
人
事
務
局
の
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
や
品
質
保
証
部
、
管
理

部
の
一
員
と
し
て
、「
人
的
資
源
の

活
用
」や「
組
織
体
制
作
り
」の
一
部

を
担
っ
て
い
ま
す
。
職
員
が
い
き

い
き
と
働
け
る
よ
う「
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
チ
ー
ム
作
り
」や「
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
向
上
」な
ど
の

教
育
を
通
じ
て
下
支
え
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
意
気

込
み
を
語
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
経
営

本
部
機
能
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ

た
同
法
人
の
取
り
組
み
に
、
今
後

も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

経
営
的
な
視
点
を
広
め
て
組
織
の
活
性
化
を
め
ざ
す

組織で
取り組む
法人紹介

社
会
福
祉
法
人
小
田
原
福
祉
会（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）

同法人で「介護福祉経営士２級」を取得した、
左から佐野光子さん、時田佳代子さん、井口健
一郎さん
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介護福祉経営士実行力シリーズ
第 1 巻  ES向上型人事制度で人を育てる　志が伝わる介護事業所づくり
第 2 巻  よくわかる　実地指導への対応マニュアル
第 3 巻  介護事業の基礎力を鍛える　コンプライアンス経営
第 4 巻  経営ビジョンを戦略的に実現する　「介護会計」のすべて
第 5 巻  めざす介護を実現する　高齢者住宅・施設の建築デザイン戦略
第 6 巻  現場の成功事例から学ぶ　安全な介護を実現する事故・トラブル防止術
第 7 巻  よくわかる　地域包括ケアの理論と実践　─社会資源活用術
第 8 巻  導入から開発、ソリューションまで　ICTが創造する業務イノベーション
第 9 巻  新しい福祉機器と介護サービス革命　導入の視点と活用のポイント
第10巻  成功する「差別化・情報」戦略　ブランディングによる人の集め方・活かし方
第11巻  プロ意識を高め、思いやりの心を磨く！　一流の介護職員が育つ奇跡の人材育成法
第12巻  ここで差がつく！　次代をリードする人材を獲得するための採用戦術
第13巻  職員の健康をマネジメント！　企業価値を高める“攻め”のメンタルヘルス対策
第14巻  介護業界で生き残る　経営計画・事業計画のつくり方

注目書籍☞ 介護福祉経営士サブテキスト
実行力シリーズ 14 介護業界で生き残る 経営計画・事業計画のつくり方

●
本
体
価
格
１
８
０
０
円
＋
税

●
Ａ
５
判　

２
３
６
ペ
ー
ジ

●ISBN
978-4-86439-331-7

○分析から計画、実行、管理までわかりやすい６つのステップ

○自法人の分析、本質的課題が一目でわかるオリジナル評価表付き

○社会福祉法人の中期経営計画など、計画書策定のモデル事例収録

本書では、独立行政法人福祉医療機構において実施している福
祉貸付事業やコンサルティングの実績などをもとに、経営計画・
事業計画の策定手法を解説しています。初めて事業計画書をつ
くる経営者であってもイメージしやすいように、具体的に介護業
界の分析の視点に置き換えて解説していき、自社の立ち位置の
把握、取り組み事項の抽出などができる構成にしています。初心
者からベテランまで幅広く活用できる手引き書です。

独立行政法人 福祉医療機構
本地 央明（経営サポートセンター リサーチチーム リーダー） 
中野 佑一（経営サポートセンター コンサルティングチーム 主査）

《著者》
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東
海
支
部

会
議
の
常
識
を
変
化
さ
せ
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
キ
ャ
ン
バ
ス

東
海
支
部
は
、
２
月
１

日（
日
）、
山
本
伸
氏（
多

摩
大
学
医
療
・
介
護
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
シ

ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー
／（
社
）ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事
／

医
療
法
人
大
誠
会
グ
ル
ー

プ
内
田
病
院
研
修
部
長
）

を
招
き
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
イ
グ

ニ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｈ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）

を
開
催
。
２
０
１
２
年
に

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
提

案
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

キ
ャ
ン
バ
ス
を
用
い
、
新

た
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

創
り
上
げ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
キ
ャ

ン
バ
ス
と
は
、
９
の
領
域

（
価
値
提
案
・
顧
客
と
の

関
係
・
チ
ャ
ネ
ル
・
顧
客

セ
グ
メ
ン
ト
・
主
要
活

動
・
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ト

ナ
ー
・
コ
ス
ト
構
造
・
収

益
の
流
れ
）で
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
分
け
て
考
え
て

い
く
も
の
。

今
回
の
研
究
会
で
は
、

キ
ャ
ン
バ
ス
と
付
箋
を
使

い
、
検
診
事
業
を
拡
大
す

る
方
法
を
２
分
で
生
み
出

す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
何
度

も
行
っ
た
。

「
偉
い
人
複
数
人
だ
け
が

発
言
す
る
会
議
で
は
何
も

生
ま
れ
な
い
。
椅
子
か
ら

立
ち
上
が
り
、
前
の
め
り

に
な
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
つ

く
り
あ
げ
な
く
て
は
。
さ

ら
に
、
最
初
の
ア
イ
デ
ア

を
愛
し
す
ぎ
な
い
こ
と
も

大
事
。
最
初
の
ア
イ
デ
ア

を
捨
て
、
何
度
も
作
り
直

す
こ
と
で
い
い
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
て
く
る
」と
山

本
氏
は
説
明
し
た
。

関
西
支
部

介
護
報
酬
改
定
と

サ
高
住
運
営
を
学
ぶ

関
西
支
部
は
、
１
月
17

日（
土
）、「
医
療
経
営
士
・

介
護
福
祉
経
営
士
関
西
支

部
合
同
勉
強
会
」を
梅
田

阪
急
ビ
ル
オ
フ
ィ
ス
タ

ワ
ー（
大
阪
市
）
に
て
開

催
。
関
西
、
中
国
、
四
国

地
方
在
住
の
介
護
福
祉
経

営
士
・
医
療
経
営
士
約
75

人
が
参
加
し
た
。

第
１
部
で
は
、
今
瀬
俊

彦
氏（
株
式
会
社
今
瀬
ヘ

ル
ス
ケ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
所
長
）が
、「
２
０
１

５
介
護
報
酬
改
定
で
見
え

て
き
た
介
護
事
業
再
編
と

医
療
連
携
の
地
域
包
括
ケ

ア
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た
。
15
年
の
介
護
報

酬
改
定
の
動
向
や
重
要
ポ

イ
ン
ト
を
整
理
し
た
う
え

で
、
課
題
と
対
策
を
解
説

し
た
。

今
瀬
氏
は
、「
介
護
報

酬
改
定
の
動
向
を
見
る

と
、
確
実
に
、
地
域
包
括

ケ
ア
と
医
療
・
介
護
連
携

の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

介
護
事
業
者
は
、
医
師
会

や
開
業
医（
在
宅
医
療
）と

の
連
携
が
大
切
で
あ
る
」

と
、
強
調
し
た
。

続
い
て
、第
２
部
で
は
、

田
中
恭
子
氏（
社
会
医
療

法
人
ペ
ガ
サ
ス
法
人
本
部

理
事
・
企
画
運
営
局
長
・

事
務
部
長
）が「
病
院
が
展

開
す
る
高
齢
者
住
宅
事

業
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

田
中
氏
は「
急
性
期
病
院

を
核
と
す
る
同
法
人
が

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
を
運
営
す
る
こ
と

は
、
法
人
内
の
施
設
が
患

者
・
利
用
者
の
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

救
急
の
受
け
皿
、
継
続
ケ

ア
と
し
て
非
常
に
有
効
で

あ
る
」と
話
し
た
。

２
０
１
５
年
度
介
護
報

酬
改
定
の
動
向
と
い
う

ホ
ッ
ト
な
話
題
と
、
社
会

医
療
法
人
の
具
体
的
な
取

り
組
み
事
例
に
、
参
加
者

か
ら
は「
大
変
勉
強
に

な
っ
た
」と
の
声
が
聞
か

れ
、
25
人
が
参
加
し
た
懇

親
会
で
も
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

九
州
支
部

ほ
し
い
人
材
を
確
保
す
る

採
用
戦
術
を
学
ぶ

九
州
支
部
は
２
０
１
４

年
12
月
13
日（
土
）、
研
究

会「
こ
こ
で
差
が
つ
く
！

次
代
を
リ
ー
ド
す
る
人
材

を
獲
得
す
る
た
め
の
採
用

戦
術
」を
開
催
し
た
。
介

護
経
営
研
究
会（
Ｃ
─
Ｓ

Ｒ
）代
表
理
事
の
三
浦
修

氏
を
講
師
に
迎
え
、
経
営

や
事
業
計
画
と
連
動
し
た

採
用
計
画
を
立
て
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

三
浦
氏
は
、
採
用
計
画

を
立
て
る
前
段
階
と
し

て
、
①
企
業
理
念
の
明
文

化
、
②
ほ
し
い
人
材
の
確

認
、
③
事
業
所
に
必
要
な

職
員
像
の
具
体
化
─
の
３

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
紹
介
。

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
通
し

て
、「
自
事
業
所
の
強
み

と
弱
み
の
分
析
、
他
事
業

所
と
差
別
化
で
き
る
点
は

何
か
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
大
切
」と
、
よ
い
人
材

採
用
に
つ
な
げ
る
た
め
の

心
構
え
を
伝
え
た
。

ま
た
、
欲
し
い
人
材
に

合
わ
せ
て
求
人
を
出
す
媒

体
を
選
択
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度
の

紹
介
な
ど
、
求
人
に
効
果

的
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く

り
に
つ
い
て
も
具
体
例
を

挙
げ
て
解
説
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
面
接

時
で
採
用
、
不
採
用
を
判

断
す
る
基
準
は
何
か
」な

ど
の
質
問
が
上
が
り
、
三

浦
氏
は「
新
卒
の
場
合
は

面
接
時
の
姿
勢
や
話
を
し

て
い
る
際
の
目
線
、
中
途

採
用
の
場
合
は『
入
職
志

願
表
』や『
健
康
状
態
申
告

書
』な
ど
質
問
票
を
独
自

に
作
成
し
て
価
値
観
や
メ

ン
タ
ル
面
の
確
認
を
す
る

こ
と
が
重
要
」と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

最
後
に
三
浦
氏
は
、
他

産
業
に
人
材
が
流
出
し
て

い
る
現
状
を
指
摘
し
、「
目

先
の
採
用
に
と
ら
わ
れ
が

ち
だ
が
、
介
護
業
界
を
魅

力
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と

が
肝
要
で
は
な
い
か
」と

訴
え
た
。

介護福祉経営士
２級資格認定試験準拠
介護福祉経営士テキスト
基礎編全10巻

セット価格：23,660円（税込）

いまなら「介護福祉経営士
２級資格認定試験－合格
サポートブック－」がもらえる!!
7月12日まで!!

［発行元］
株式会社日本医療企画
http://www.jmp.co.jp/

第７回「介護福祉経営士2級」資格認定試験
●主催：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会

７月12日（日）実施
●試験時間／60分
●出題問数／40問
●出題形式／多肢選択式・マークシート記入
●受 験 料／8,000円（税込）
●受験要件／年齢、学歴、国籍等の制約はありません
　　　　　　（成年被後見人および被保佐人でないこと）

●試験科目
[介護福祉経営学　基礎Ⅰ]
介護福祉政策概論、介護福祉経営史、
介護福祉関連法規、介護福祉の仕組み、
高齢者介護と介護技術の進歩、
介護福祉倫理学
[介護福祉経営学　基礎Ⅱ]
医療を知る、介護報酬制度／
介護報酬請求事務、介護福祉産業論、
多様化する介護福祉サービス

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで … http://www.nkfk.jp/
会場：札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡（予定）ほか

付
箋
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

介
護
報
酬
改
定
の
対
策
に
参
加
者
も

聞
き
入
っ
て
い
た

熱
心
に
講
演
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者




